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アフリカ諸国憲法の研究（1）
　　一英連邦諸国憲法の発展一
中　原　精　一
1．　はしがき
　本稿はアフリカ諸国憲法の近代化というテーマで研究しているものの一
部である．今回は，独立後の傾向が類似し，比較研究にあたってまとまり
やすいイギリス連邦諸国であるガーナ，ガンビア，シエラ・レオン，ナイ
ジェリアなど西アフリカ諸国，ケニア，ウガンダ，タンザニアなど東アフ
リカ諸国，マラウイ，ザンビア，ボツワナなど中央アフリカ諸国の計10ケ
国の憲法発展の推移について概観することにした．考察はいわゆる独立憲
法を機軸にして，それ以前の植民地憲法と独立憲法以後に制定された共和
国憲法の関連性についてすすめた．植民地憲法から現在まで，これらの国
では多数の憲法が制定そして改廃されてきた．そして植民地から独立そし
て共和国へと発展し，近代化していく過程で，これら憲法のなかに，国民
の一主として指導者達の一苦悩と希望とが表現されているのである．
2．　植民地憲法（統治法）とその変化
　イギリスの植民地は，植民相（the　Secretary　of　State　for　the　Colonies）
の報告にもとついて，議会が承認をして，国王の名で制定されるOrder
in　Council（勅令）によって統治されていた．これらのOrderの中でと
くに統治の基本となるものを憲法（Colonial　Constitution）と呼んだ．憲
法といっても，それらはあくまでも植民地統治法なのであるから，近代国
家の憲法原理からみた憲法とは異質なものである1）．
　さて，イギリスの植民地にかぎらず，植民地解放運動が本格化し，明確
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に独立を指向して展開されるようになったのは，1940年代とくに第二次大
戦後のことである．最初，イギリス政府はこの解放運動に徹底的な弾圧を
加えていたが，その効果のうすいことを知ると一転して植民地解放運動の
指導者達と妥協しながら，逐次植民地憲法を改正していって，原住民の立
法・行政参加を拡大させていった．たとえぽ，ガーナはサハラ以南の諸国
でもっとも早く独立をした国であるが，その推移をみると，いきなり1957
年の独立憲法が登場したのではなくて，徐々に原住民の立法・行政への参
加を増大させる植民地憲法の改正がくりかえされて，その延長線上に独立
憲法の姿があるということを知ることができるのである．したがって，植
民地憲法を単に植民地支配法として，独立後の憲法と断絶させて理解して
しまうことはできない．むしろ，独立後の憲法体系を知る上に欠くことの
できない歴史的背景を提供してくれるのである．また，同時に共和国憲法
にも，のちにみるように，独立憲法を媒体として植民地憲法の体質が継承
されている部分があるから，現行憲法の評価にあたっても，密接な関連性
があることを理解することができる．植民地憲法と独立憲法さらには共和
国憲法とのこのような因果関係は，とくにガーナ，シエラ・レナン，ナイ
ジェリアなど西アフリカ諸国のように早くから積極的に独立運動が活発で
あったところでは，後発独立国の東アフリカ諸国さらには中央アフリカ諸
国にくらべてかなりはっきりとその跡をたどることができる．
　ところで，アフリカにおけるイギリスの植民地政策については，植民地
独立に至るまでの制度的改善という観点から，五つの段階に分ける分け方
がある2’．それは要するに植民政策を遂行するために設けられた立法審議
会や行政審議会などの政治機関に，徐々に原住民の参加を増加させていっ
た植民地憲法の改正過程からみた区分である・それによると，第一段階は
立法審議会（Legislative　Council）と行政審議会（Executive　Council）
とが設置される．立法審議会は一部原住民より指名議員が参加するが，殆
どはイギリス植民省の現地官吏である．行政審議会は総督と植民地政府の
官吏のみで構成される．この時期は完全な総督統治時代といえる．第二段
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階では立法審議会に原住民の参加がさらに増加するが，行政審議会にも民
間人が加わる。原住民が飛躍的に増加するのは，第三段階で背景には政党
の力が強くなる時期で，また民族主義運動も活発に展開される．第四段階
では3－4名の職権官吏議員のほかは，選挙による政党議員で立法審議会
が構成される．行政審議会も3－4名の職権官吏のほかは，立法審議会で
多数を占めた政党または二つ以上の政党から閣僚がでて閣僚会議（Cou－
ncil　of　Ministers）を構成する．第五段階では立法審議会は全議員が普通
選挙によって選出されるのが原則となり，行政機関は，原住民の政党人に
よって完全に運営されるようになり，行政権の実権は総督から首相（Pri－
me　Minister）にうつる．この段階は独立憲法の段階である．
　ガーナに立法審議会が設置されたのは，ゴールド・コーストとしてイギ
リス植民地になった当初（1850年）であるから，これでみると，たとえそ
こに若干なりとも原住民が参加していても，この段階で，植民地憲法が，
独立憲法とむすびつくということは考えられない．現実の問題として，独
立運動が活発化しその運動を意識しながら植民地当局が，植民地憲法に手
を加えようとしたのは，第二次大戦後であると考えられるから，上記の段
階も第二次大戦後の植民地憲法の改正によって生れた各段階からの評価と
なるものと考えることができる．
　ガーナは1946年にバーンズ（Burns）憲法が制定されて，選挙による議
員と民間任命議員が多数を占め，政党の力が強くなったといわれるが（も
っともエンクルマの登場は1947年にUGCCの書記長にえらばれてからで
ある）上記の段階からいえば，それは第三段階であった．その後1951年に
コゥジー（Coussey）憲法が成立し，つづいて1954年のユンクルマ憲法を経
て，1957年の独立憲法にむすびついている．バーンズ憲法は，当時「熱帯
アフリカで最も民主的な憲法」と評された3）．しかし，この憲法が定めた
立法評議会の構成をみると，当時の民族主義独立運動を反映した要素は少
く，支配勢力である首長層の政治参加を主としたもので4），単に植民地内
の暴動を鎮静させるための性格が強く，その観点からすれば，“outmoded
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at　birth”の憲法と評された5）．民族主義的な植民地解放運動は，そのよ
うな憲法改正でおさまるものではなく，1948年にはAccraの暴動が起っ
た．そこで植民政府当局は，憲法改正のためのコウジー委員会（Coussey
Committee）を発足させ，1951年に一段と原住民参加を拡大する憲法を成
立させた．だから，この憲法では一そう積極的に行政審議会及び立法審議
会に原住民が参加できるようになった．まず，審議会を立法議会（Legis－
lative　Assembly）に改め，近代議会制の国会に近づけた．またこれまで
総督の諮問機関的性格をもっていた行政審議会を実質的な行政機関として
の内閣（Cabinet＝Council　of　Ministers）に改組し，多数党の党首が首
相（Pri皿e　Minister）にえらばれることとした6）．1954年のエンクルマ憲法
は，コウジー憲法のもとで首相となったエンクルマ首相が，さらに①全ア
フリカ人内閣を確立する，②直接普通選挙を実施するということを英国政
府に要求して改正された憲法である7｝．こうして，ガーナは独立憲法を目
前とするに至ったのである8）．
　ナイジェリアでは，第一段階の立法審議会の設置は1914年であるから，
ガーナと同様にこの段階で独立憲法との結びつきはうすい．ナイジェリア
では第二次大戦終了直後に植民地憲法の改正が行われた．1946年に改正さ
れ・1947年1月1日に発効したリチャード（Richards）憲法9・がそれであ
る．この憲法はガーナのパーンズ憲法とほぼ同じ頃に制定され，バーソズ
憲法と同様に中央の立法審議会に多くのアフリカ人が参加するようになっ
た．しかし，同時にその選出方法もまたバーソズ憲法と同様に一般大衆を
無視し，部族長の代表や総督の任命によるものであった．立法審議会の議
員には総督と16名の職権官吏（officials）のほかに28名の民間人（unoffi－
cials）が参加することになっているが，一般の選挙によるものはわずかに
4名で，他の24名は指名議員である．その24名の内訳をみると，4名は首
長院（House　of　Chiefs）によってそのメンバーから指名，次に5．4．5
の比率で北部，西部及び東部の議会（House　of　Assem．bly）によってそのメ
ンバーから指名，2名は西部議会のメンバーである首長から総督の指名に
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よって，1名は植民地当局と協議の上総督が指名，そしてのこりの3名は
特別な利益を代表して総督が指名することになっている’°）．このように民
衆から遊離した選出方法について激しい批判がおこった．それにアルジェ
リアは部族の対立がきびしく，中央政府を創設するのが困難であったから，
リチャード憲法は，地方を北・西・東の三つの地域に分け，それぞれ代表
老会議をつくって，そこに原住民の多数の参加を認めて地方部族の権益を
保護する自治に配慮をはらった．けれどもこれら地方議会には立法権はな
く，中央の立法審議会が地方問題を審議するさいに，助言をする機関でし
かなかったことから，この憲法には部族間からも大きな不満が生じた11＞．
その後1951年にマクプアーソン憲法が制定され12），続いて1954年に地方議
会の権限を大きく認めて連邦制を創設したリトルトン憲法の制定をみた13㌧
そしてこれが独立憲法の下地となり，若干の修正を経て独立憲法に結びつ
いた．つまり，このように部族問題でなやまされているうちに1957年のガ
ーナ独立が大きな刺激となり，1957年から1958年にかけて，憲法会議が開
かれ，独立への道が拓け，1960年に独立憲法を制定した．
　シエラ・レオンでは，1951年に植民地憲法が改正されたが，それは1953
年に部分的な修正をうけており，この修正憲法の内容をみると，前述した
植民地憲法発展の第三段階とみられる14）．ガーナの1946年憲法に相当する
ものである・例えば立法審議会の議員は30名であるが，そのほとんどが職
権官吏議員と，地方議会のメンバーの中からえらばれる指名議員で構成さ
れてここでも植民地支配構造は維持されている15）．1955年から1956年にか
けて，保護領内で暴動が発生したが，1957年には憲法が改正されて，一段
と住民参加の憲法へ発展する．この改正によって，立法審議会は代議院
（House　of　Representatives）に改組された．議員数は57名でこのうち4名
のex－officio議員と2名の指名議員のほか，51名は選挙によってえらぼれ
る．この51名のうち12名は12のDistrict　Councilから大部族長（paramou－
nt　chiefs）がえらぼれることになっている16）．こうして，原住民の参加を
増大させながら1960年の独立憲法に結びついていく・
72
　東アフリカと中央アフリカの諸国の植民地時代は西アフリカのそれと情
況が若干異っていた．これらの国は第二次大戦後にそれぞれ西アフリカ諸
国に似類した植民地憲法の歴史をもっているが，次のような特別な憲法事
情があった．つまり，東アフリカのケニヤ，ウガソダ，タンガニーカ，ザン
ジバルについて，イギリス政府は「東アフリカ高等弁務府」（East　Africa
High　Commission），「東アフリヵ中央立法議会」，「東アフリカ軍司令
部」という機構を設けて各植民地を統轄した．また中央アブリカのニアサ
ランド，北ローデシア，南ローデシアについては「中央アフリカ審議会」
を1945年に設立して統轄していたが，1953年に原住民の反対を押し切って，
ローデシア・ニアサランド連邦につくりかえて白人支配の体制の維持をは
かった．しかしこれは失敗で，まもなくニアサランドはマラウイとして，
北P一デシアはザンビアと改名してそれぞれ黒人国として独立し，白人支
配から脱して独立憲法をもったのである．東アフリカでも中央アフリカの
連邦制度にならって，東アフリカ連邦の憲法制定作業がすすめられたが，
これは不成功のまま，東アフリカもそれぞれ単独に独立し，タンガニーカ
とザンジバルはのちに併合してタンザニアとなった．またこれらの国は白
人植民地の権益に関する問題が深刻であり，また東アフリカではアラブ人
やアジア人との間の問題もあり，西アフリカ諸国にくらべて複雑な人種的
事情があり，後発独立国とならざるをえなかった17）．
　さてこれら植民地憲法の推移をみると，第二次大戦後の植民地憲法にあ
らわれた民主化の傾向はめざましく，いずれの国も1960年代に殆ど独立憲
法を獲得した．その間，植民地憲法には，つねに植民地支配のための総督
政治の維持，部族長の権益保護が負の要因として働き，民族主i義的解放運
動もしくは独立運動による原住民の政治参加にブレーキをかけてきたこと
からうかがえる．それはこれらの憲法があくまでも本質は植民地支配法で
あり，その体質を根本からかえることができない当然の事情があったから
である．
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1）これらの憲法は，1個の単独法の場合もあり，いくつかの法の総称の場合
　もある．たとえばゴールド・コーストの1925年にGuggisberg憲法と呼ば
　れたものは，行政審議会（Executive　Council）を構成するためのRoyal
　Instructionsと立法審議会（Legislative　Council）を規定するThe　Gold
　Coast　Coloney（Legislative　Council）Order　in　Councilの総称である．
　第二次大戦後はこれらをまとめて，例えば，The　Sierra　Leone（Constitu・
　tion）Order　in　Council，1960などとしている．
2）　この5段階の分け方は，Sir　Arther　BensQnがロンドンタイムス　（“ln－
　dependence　Coloney”London　Times，1959，11，30）で論じたもので，こ
　れを西野照太郎著「アフリカ読本」（p．18～19）から引用した．
3）朝日新聞調査研究室編「新興アフリカー独立への歩みと悩み一」上巻・地
　域編，　1961，p．78．
4）　このときの改正は，The　Gold　Coast　Coloney　and　Ashanti（Legislative
　Counci1）Order　in　Counci1，1946を7月23日に改正したものである．この
　改正による立法審議会の議席31名の内訳は次の通りであった．
　⑦総督，②政府代表6名（植民地長官，検事総長，財務長官，高等弁務官3
　名），③指名民間人6名（英国人），④選出民間人18名（アフリカ人）．この
　選出民間人18名の内訳をみると，首長（chief）で構成されている合同州評議
　会（The　Joint　Provincial　Co皿cil）が選出するコロニ・一一代表9名，同じく首
　長で構成されているアシャンティ連合評議会（The　Ashanti　Confederacy
　Council）が選出するアシャンティ代表4名，そして都市代表5名は直接選
　挙でえらばれる．
5）　T．0．Elias，　Ghana　and　Sierra　Leone－The　Development　of　their　Laws
　and　Constitutions，1962，　P．40．
6）　立法議会84名の内訳は次の通りであった．政府代表3名（植民長官，財務
　長官，検事総長），特別メンバー6名（外国人の利益代表），アフリカ人代表
　75名であった．このアフリカ人代表の内訳をみるとコロニーから4名，アシ
　ャンティから1名を単記直接選挙でえらぶ5名の都市代表，コロニー，アシャ
　ンティーの選挙団体からえらばれる33名の農村代表，特別な選挙団体からえ
　らばれる19名の原住民代表，コロニー，アシャンティー，南部トーゴランド
　の各最高首長たちで構成する首長会議が首長もしくは一般人の中からえらぶ
　18名の代表などから成り立っている．内閣の構成は，総督，植民長官，財務
　長官，検事総長（以上英国人），アフリカ人大臣は首相以外8名で構成する．
7）　oP．　cit．，　Ghana　and　Sierra　Leone，　P．42－43。
8）なおL．Rubin　and　P．　Murrey，　The　Constitution　and　Government　of
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　Ghana，2nd　ed．，1964；F．　A．　R．　Bennion，　The　Constitutional　Law　of
　Ghana，1962参照
9）　The　N三geria（Legislative　Council）Order　in　Council，1946，
10）Nwabueze，　Constitutional　Law　of　the　Nigerian　Republic，1964，　P．51．
11）ibid，　P．52，　53．
12）この憲法で立法審議会は代議院（House　of　Representatives）と改められ，
　職権官吏議員が6名，特別利益代表が6名のほか，北部州から68名，東部及
　び西部州から各34名を州の地方議会から選出した議員で構成した．行政審議
　会は大臣会議（the　Central　Council　of　Ministers）となり，6名は政府代
　表，12名がアフリカ人で，3州の議会から4名ずっえらばれる．
13）Nwabueze，　oP．　cit，　P．65～76．
14）憲法とされる文書は，1951年4月7日のLetters　Patent，1951年4月9日
　のSierra　Leone　Protectorate　Order　in　Council，1951年4月9日のInst－
　ructions　under　the　Royal　Sign　Manual　and　Signet，1953年4月1日の
　the　Sierra　Leone（Legislative　Council）Order　in　Counci1．
15）議員30名の内訳をみると職権官吏議員7名，地方議会（District　Council）
　と保護領議会（Protectorate　Assembly）との両方の議員の中からえらばれ
　る14名及び普通選挙によって7っの地域からえらばれる7名となっている．
16）立法評議会を代議院（House　of　Representatives）と改組した．総議員
　57名の内訳は，職権官吏議員4名，特別指名議員2名のほか51名はアフリカ
　人議員である．この51名の内訳は，14名がフリータウンから，25名が保護領
　の選挙区から，のこり12名は各地区のParamaunt　chiefがえらばれる．
17）A．J。　Hughe＄，　East　Afica：Kenya，　Uganda，　Tanzania，1969；G・W・
　シェパード，小田英郎訳，「アフリカ民族主義の政治的構造」，1966；Sir　Ke－
　nneth　Roberts－Wray，　Common－wealth　and　colonial　Iaw，1966；西野照太
　郎「アフリカ読本」，1960；西川潤「アフリヵの非植民地化」，1972など参照．
3．　独立憲法とその性格
　独立憲法は，いわゆる民定憲法ではない，これらの憲法がつくられるた
めには，まず，イギリス政府，主として植民省と植民地憲法によって構成
される現地の立法審議会とか行政審議会に参加している原住民の代表との
間で，憲法会議（Constitutional　Confernce）が開かれて，そこで独立憲法
のアウトラインが審議され，それが議会に報告される’）．この報告にもと
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ずいて，独立のためのIndependence　Orderが作成され，議会の承認を
えて勅令（Order　in　Council）として発布される．このOrderのsche・
duleに独立憲法の正文がおさめられている．つまり，独立憲法はイギリ
ス国王の独立命令という勅令の性質をもっているのである．
　このような形でガーナが1957年，ナイジェリアは1960年，シェラ・レオ
ソとタンガニーカは1961年，ウガンダが1962年，ケニアとザンジバルが19
63年，マラウイとザンビアが1964年そしてガソビアが1965年，ボツワナが
1966年にそれぞれ独立憲法をもつに至った2）．しかし，これら独立憲法は，
ほぼ1～3年の寿命しかなく，すぐに共和国憲法に改正されている（もっ
もガンビヤは5年後の，シエラ・レオンは9年後のいずれも1970年に共和
制を宣言している）。したがって，独立憲法そのものを今日維持している
国は一つもない．
　このように独立憲法はいずれもきわめて短命であったが，これらの憲法
は植民地憲法と共和国憲法との中間的媒介的役割を果したという点で，こ
れらの諸国の現行憲法を研究するにあたっては，欠かすことのできない憲
法ということができる．そして，それらが，植民地憲法と共和国憲法との
中間的，媒介的憲法であることから，そこにもられている原理なり機能は，
植民地憲法にみられる古い思想や支配者であったイギリス政府＝白人のな
お支配者であろうとする傾向と，原住民知識階層や民族主義運動の指導者
達の新しい独立への意欲とが混在しているといえる．
　特徴になるものをあげてみると，まず全体に総督政治が継承されており，
国の元首は英国王であり，その権限は英国王の任命する総督（Governor－
General）が行使することになっている3）．行政権についても立法権につ
いても，それらの諸規定については一つのパターンがある．まず行政権は
英女王に属する．実際の権限は総督が行使する4）．しかし，アフリカ人の
行政権への参加のために内閣制（Cabinet）を採用し，首相（Prime　Mi－
nister）は国民議会（National　Assembly）の承認を経て議会の多数党の
党首が総督から任命される5）．他の大臣（Ministers）は首相が任命する．
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つまりこれは植民地憲法のExecutive　CouncilやさらにはCouncil　of
Ministersの方式がひきつがれている6）．もっともExecutive　Councilの
ように英国政府の大臣や官吏が参加することは排除され，大臣はすべて原
住アフリカ人で占められている．次に立法機関についてみると，これは
Parliamentが立法権を有することになっているが，その構成は英女王と
国民議会（National　Asse皿bly）である7）．実際には，総督がParliament
の構成員となっており，法律の最終的裁下は総督が行うことになっている
から，植民地時代のLegislative　Councilの影響がここにものこされてい
る。
　要するに，植民地時代の総督政治が，かなり形式的ではあるが，ひきつ
がれているのである．このように植民地憲法と，これら独立憲法の類似性
には，植民地の独立後に対する，「ロンドンの思惑」が一層感じられるの
である．つまり，イギリス政府は最初民族主義指導者と激しく対立をして，
植民地の利権を死守する姿勢をみせたが，独立を承認するころには，両者
の間には暗黙の了解による行動の一致がみられた．それはイギリスとして
は「植民地を失うということではなく，英連邦の成員を一つ獲得する」（コ
ーエン）必要があったからである8’．このことはとくに東アフリカのよう
に白人植民地の権益がかなりのこっている地域で特に顕著であった9）．
　独立憲法に特徴的なもう一つの例は，部族の権益保護を背景とした条項
である．アフリカ諸国はもともと多くの部族によって成立していた．そし
てこの部族はそれぞれ部族長によって統卒されていて，植民地時代には，
イギリス政府の植民地政策に大いに利用された．したがって独立運動をす
すめる民族主義運動の指導者達も，部族と正面から対決することは許され
なかった．たとえば，ナイジェリアの1951年のリチャード憲法が，中央集
権化をはかるために，部族長の権限を弱めて，地方議会の立法権をうばっ
たとき，部族はいつせいに反ぱっし，次のリトルトソ憲法では再び部族の
権益保護を強化するために連邦制が採用され，独立憲法もこれをとらざる
を得なかった．またガーナはエンクルマのE支配権が強く，中央政府におい
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て部族の権限は極端に弱体化した．それは他の国の独立憲法ではNationaI
Assemblyのメンバーに部族長がふくまれた10）のに対し，すべて議員は普
通選挙とし，中央集権の強化をはかったからである．しかし，立法手続の
段階で，部族の権益にかかわる立法は，部族長会議の承認を必要としたの
である．このような状況にあったから，いずれの植民地でも民族主義者達
が部族の権益をそこねてまで独立を達成しようとすることは，かえって独
立運動の崩壊にむすびつく危険性さえあったのである11）．
　独立憲法におけるこの二つの傾向のうち，英国王を元首とする総督政治
のあり方は，まもなく共和国憲法の制定によって消滅し，かわって大統領
独裁制に転化していくのである。しかし，一方の部族の権益保護は依然と
して新国家の困難な問題であり，共和国憲法の発展に大きな影をおとして
いるのである．
1）　これらの憲法会議議事録は植民省より議会に報告され，Commandに集
　録されている．
2）　これらの勅令はHer　Majestys　Stationery　Officeで出版されるStatutory
　Instrumentsに集録されているが，その番号は次の通りである．
　The　Ghana（Constitution）Order　in　Council，1957，　The　Nigeria（Co－
　nstitution）Order　in　Council，1960，　no．1652，発効1960年9月1日．
　The　Sierra　Leone（Constitution）Order　in　Council，1961，　no．741，発効
　1961年4月27日．The　Tanganyika（Constitution）Order　in　Council，19
　61，nQ．2274，発効1961年12月9日．　The　Uganda（lndependence）Order
　in　Council，1962，　no．2175，発効1962年9月9日．　The　Kenya　Indep－
　endence　Order　in　Council，1963，　no．1968，発効1963年12月12日．　The
　Malawi　Independence　Order，1964，　no．916，発効1964年7月6日．　The
　Zambia　Independence　Order，1964，　no．1652，発効1964年10月24日．　The
　Gambia　lndependence　Order，1965，　no．135，発効1965年2月18日．　The
　Botswana　Independence　Order，1966，　no．1171，発効1966年9月30日．
3）総督制度は一章を設けて定めている．シエラ・レオン（第3章），タンガ
　ニーカ（第2章），ウガンダ（第4章），ケニア（第3章），マラウイ（ee　3
　章）ガンビア（第3章）
4）ナイジエリァ（78条1項・2項），シエラレオン（57条1項・2項），タン
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　ガニー一ヵ（41条1項・2項），ウガンダ（61条1項。2項），ケニャ（72条），
　マラウイ（58条1項・2項）
5）ナイジェリア（81条1項），シエラ・レオン（58条1項），タンガニーカ
　（42条項），ウガンダ（62条1項），ケニヤ（75条1項），マラウイ（59条1
　項）．
6）ボツワナとザンビァは，どちらも最初から大統領による共和国憲法である．
7）　ナイジェリアとケニヤは議会がSenateとHouse　of　Representativesと
　に分かれる二院制で，これは部族権益を守ったリトルトン憲法の連邦制の影
　響である．シエラ・レオンはHouse　of　Represntativesだけの一院制とし
　ている．ボツワナとザンビアは大統領とNational　Assemblyとで構成される．
8）　西川潤「アフリカの非植民地化」p．243．
9）　同書，p．245．
10）National　Assemblyの構成は次の通りである．タンガニーカは（a）普選
　議員71名（15，17条），（b）Governor　Generalによる指名議員（15，ユ6条）
　ウガソダは（a）82名の普選議員（38条），（b）9名以内の任命議員（38条）；
　マラウイは53名の普選議員（32条）；ザソビアは普選議員と大統領の任命す
　る議員（58条）；ボツワナは31名の普選議員と4名の特別選出議員（59条1項）
　ナイジェリアのSenateはGovernorの指名した人からRigiQnの立法院
　が決定した人，Federal　territoryから4名，首相の助言でGovernorが任
　命する4名（37条），House　of　Representativesは305名の普選議員（38条）；
　シエラ・レオンのHouse　of　Representativesは各地区から1名ずつの普選
　議員（30条）；ガンビアのHouse　of　Representativesは普選議員32名，首
　長の代表者4名，その他の指名議員2名（32条）．
11）G・W・シェパード，小田英郎訳「アフリカ民族主議の政治的構造」1967層
4．　最初の共和国憲法
　すでにみたように独立憲法は，形式的にはイギリス国王の勅令として制
定されたものであり，その条項の中にも植民地時代の総督政治がのこされ
ており，完全な独立というわけにはいかなかった・だから特に民族主義者
やパンアメリカニズムを主唱する人達からは，アフリカ人の元首による独
立国家の憲法をのぞむ声がでていたのであるt）．したがって早晩これらの
憲法は改正される運命にあったということができる．サハラ以南でもっと
も早く独立したガーナでは，エンクルマ首相によってその実現が強力に推
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進され，独立憲法を獲得してから三年後に共和国憲法を制定するに至った．
これにつづいて1962年にタンガニーカ，1963年にナイジェリア，ウガンダ，
1964年にケニヤとザンビア1966年にボツワナ，1970年にガンビアとシエラ
レオンがそれぞれ共和国憲法をもつに至った．
　ここでは，1960年後半にふきあれたアフリカ諸国のクーデターによって，
消滅したり改正されていく，最初の共和国憲法のいくつかをとりあげて概
観することにする．
　まずガーナからみてみよう．1960年3月6日にガーナ政府は新しい共和
国憲法の草案を公表した．そして，4月19日から三日間にこの草案につい
ての国民投票と大統領選挙及び総選挙が行われ，新共和国憲法は投票の
88％の多数で承認された．その後若干の修正をして7月1日から効力が発
生することになった2’．「国家の主権は国民に由来する」（1条1項），「ガ
ーナは主権統一国家である」（4条1項），「大統領は国家の元首である」
（8条1項）などの条項は，アフリカ民族主義運動の指導者達が久しく待
望していた正真正銘の独立憲法の条項であった．この憲法によって少くと
も憲法上は英政府の権限の一切が消滅し，ガーナは，ガーナ国民を主権者
として完全な独立国となったのである．
　憲法は全文55ケ条である．ガーナ共和国憲法の特徴の一つは，大統領制
である．大統領（President）は国家元首（Head　of　State）で軍の最高司
令官（Com・nander－in－chief）であり，立法を担当するParliamentの構
成員で行政を担当する内閣（Cabinet）の長となりそのメンバー（8人の大
臣）を任免する権限をもっている（8条，15条，16条，20条など）。これは，
かつての総督にもまさるともおとらぬ非常に強大な権力の保有者である3）．
議会制度はその構成メンバーであった総督が大統領に変っただけで殆ど変
化はない（20条1項，21条，25条）。ガーナ憲法は人権に関する直接的な規
定はなく，大統領の就任宣誓事項の中に掲げられている4）．しかしこのよ
うな規定のしかたは本来の人権宣言の性格と異り，この規定によって直接
国民の権利が保障されるものではないから，人権保障の直接的規定が要望
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された5）．次に部族の権益はアフリカ独立諸国のきわめて重要な問題であ
るが，ガーナではすでにみたように，共和国憲法は独立憲法よりさらに部
族の発言権おさえた．共和国憲法では首長院の存在を保障するが，実質的
な憲法保障にはなっていない（13条，49条，50条など）．この点は他の憲
法と異なった傾向をみせている．
　次にナイジェリアは1963年10月1日に共和国憲法をもった6｝．この憲法
は全文166条である．ナイジエリアは，独立憲法のときに説明した事情に
もとついて連邦国家であるが，共和国憲法もこれを継承した．したがって
議会制度は殆ど変化はなく，各州の代表者を基本とした上院（Senate）と，
普通選挙によってえらばれる下院（Representives）7）とに分れる二院制で
ある（41条，42条）．総督にかわって大統領が連邦の元首となり，連邦軍
の最高司令官となる（34条）．大統領は40才以上のナイジエリアの市民の中
から両院の合同会で秘密投票によってえらばれる8）．この際各議員は一票
を投ずる（35条（2））．ナィジエリアの大統領もかなり強い権限をもってい
るが，ガーナの大統領のような絶大の権限はもっていない．それは行政権
の行使の面にあらわれている．ガーナの大統領は同時に内閣の長であった
が，ナイジェリアの場合はそうではない．大統領は，下院の多数党の支持
を得て，下院の一員を首相（Prime　Minister）に任命し，その他の大臣は
首相の助言にもとついて任命する（87条（1）～（4））．そしてこの首相とその
他の大臣によってCouncil　of　Ministers　for　the　Federation（Cabinet）
がつくられる（89条（1））．大統領は行政権の保有者であるが（84条（1）），そ
の行使にあたってはこのCouncil　of　Ministersの助言を必要とする（90
条（1））・と同時にCouncil　of　Minnistersウまこの助言についてParliame－
mtに対して責任を負うことになっている　（90条（1））．いわぽ議院内閣制
における大臣助言制の採用である9）．人権保障規定も独立憲法のものがほ
ぼそのまま継承されており，内容は人身上の自由，表現の自由，財産権の
保障など自由権についての規定のみで，社会権の規定は欠いている（第3
章）1°）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81
　タンザニアは1962年12月9日にタンガニーカ共和国憲法が制定された1’）．
この憲法は全文68条である．もちろん冒頭に「タンガニーカは主権を有す
る共和国である」　（1条）という規定をおいている．大統領は国家元首で
統帥権を有し（3条（1）），議会がえらぶ．行政権は大統領に属する（3条（2），
10条（3））．そして，大統領とCabinetが一体となっていることは，ガーナ
憲法の大統領制と類似している．つまり，国民議会（National　Assembly）
の議員の中から大統領が任命する副大統領（Vice　President）とその他の
大臣達（13条）とによって構成されるCabinetが，大統領を長として行
政権を担当する（15条）．立法は大統領と国民議会で構成するParliament
が行う（20条（1），（2））．国民議会のメンバーは，普通選挙による議員107名，
大統領が指名する議員10名以内で構成する．この憲法ではとくに人権条項
はない．が憲法前文で，この憲法を確定するにあたって各種人権保障が前
提となっていることを宣言している。
　しかしタンガニーカの沖にある島国ザンジバルが1963年に独立し，翌年
クーデターで革命憲法をつくったのち，同年4月16日にタンガニーカと連
合法12）をつくって合邦したため，ここに65年7月にタンガニーカ憲法の若
干の手なおしをした改正憲法が成立した．同時に国名もタンザニアとなっ
た．この憲法の基本はタンガニーカ憲法とほとんど変らないが，ザンジバ
ルの自治権を大巾に承認したものである．同憲法で行政権は，大統領にあ
り，大統領は議会の構成員の一人であり，議会が解散されると同時に辞職
し，普通選挙でえらぼれることになっている．議会は国民議会が立法を担
当している。ザンジバルについては，Zanzibar　Revolutionary　Councilが
決定することになっている．この憲法はガーナの1964年憲法と同じように
憲法条項で一党制を採用している．ただし，ザンジバルについては，Afro
Shiraji　Partyの存在を認めている13）．
　ウガンダは植民地憲法時代から四つの古王国の勢力が強く，独立憲法に
もその影響が強く反映し，共和国憲法となっても，その傾向はさほど変化
はない・共和国憲法は全文131条である．大統領は総督にかわりウガンダ
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の元首であり，最高司令官である（34条1項）．この大統領と大統領の任
務を代行する副大統領（35条）は，Parliamentが定める手続にしたがっ
て州の元首（Rulers）とDistrictsの首長（Constitutional　heads）のなか
から，国民議会の議員によってえらばれる（36条1項14））。国民議会の議
員の数と選出方法は，独立憲法のときと同じで変化はない．行政権は大統
領が有している（61条1項）が，実際の行政は国民議会議員の中から大統
領が任命するPr1me　Ministerが，他のMinisterとともにCabinet　of
Ministersを構成して行使する（63条）．ウガソダの高等裁判所の長官は首
相の助言をえて大統領が任命する（91条）．ウガソダ憲法は特に古王国の
一つBugandaにブガンダ高等裁判所の設置を認めておりブガソダ国内の
問題を処理させている（94条15））．この憲法にもかなりの量の国籍条項と
人権条項があるがナイジェリア憲法などとその様式内容は同じ傾向のもの
である16）．
　マラウイとザンビアはすでにのべたようにローデシア・ニアサラソド連
邦として白人支配の国家であったが，それぞれ1964年に独立をした．・マラ
ウイは1956年に民族主義運動の暴動が起り連邦制崩壊に拍車をかけた．
1962年11月新しい自治憲法案が発表され，この案を基本として，1964年7
月6日に正式に独立憲法が承認された．この憲法の内容はすでにみた各国
の独立憲法と同様に総督を中心とした憲法体制であったから，1966年に共
和国憲法に改正された．新しい共和国憲法は5年の任期をもつ大統領を元
首として，一党制国家と一院制を採用した典型的な中央集権の政治構造を
想定した憲法である．だから国民議会も60名が普通選挙により，15名が任
命議員であるが，議員は皆MalaWi　Congress　Partyの一員でなけれぽな
らない．ローデシア・ニアサソド連邦のもう一つの構成国であったザンビ
ァは，この連邦を形成していた三植民地のうち，もっとも黒人勢力の強い
植民地であった．独立憲法は最初から共和国憲法であった．憲法は全文
125条である．大統領は国の元首で初代大統領はKenneth　David　Kaunda
と明記されている　（31条，32条1項）．国民議会議員の中から副大統領が
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大統領によって任命される（41条）．副大統領は大統領の職務を代行する．
大統領は国民議会の議員の中からMinisterを任命する（44条（2））。この大
臣と副大統領によってCabinetを構成し（45条），行政権を有する大統領を
補佐する（51条（1））．国民議会の議員は75名の普通選挙議員と5名以内の
指名議員で構成される（57条，60条）．House　of　chiefsは，地方首長によ
って構成される．これは部族の権益保護条項である（85条以下）19）．
　さて，これら共和国憲法を概観して理解できる特徴は，大統領の権限が
非常に強大なことである．ガーナ憲法が制定されたとき，このような大統領
の地位と権限は，米国の大統領制と英国の議院内閣制のもっともすぐれた
ところを結合させた新しい大統領制であるといわれた2°｝．しかし，実際に
は植民地憲法の総督制より，はるかに強大な独裁政治をつくりあげる面が
あったために，「新共和国憲法では，エンクルマ首相が大統領になった場合
あまりにも強大な権限を与えられることになる．これは，19世紀の最も野
蟹な憲法よりもまだ悪い．また国民は新憲法に対し，正しい判断を求めら
れるまでに，十分検討する時間が与えられていない」，というつよい批判が
あった21）．この傾向は，さらに一党制国家（One　party　state）を採用するに
至って拍車をかけることとなり，革命時代を迎える要因の一つとなったと
いえる．
1）朝日新聞編集部，前掲書p．105．
2）　T．O．　Elias，　oP．　cit・，　P．52．
3）最初の大統領は憲法が指名（10条）し，その次からは憲法11条にもとつい
　て制定された大統領選挙法（the　Presidencial　Elections　Act）によって10
　名の国民議会議員が選出する．
4）人権の部分だけについてみると次の通りである．「何人も，性，人種，部
　族，宗教および政治的信仰によって差別されない．ガーナ市民は，国の発展
　によって生産物に対して，正当な分け前を受ける．何人も，公共の秩序，道
　徳，衛生を維持するに必要な以外は，宗教および言論の自由；移動および集
　会の権利を保障される」（11条2項）．
5）　T・0・Elias，op．　cit．，　P．56－57．
6）　経緯について，African　Record，　printed　and　published　at　the　United
　India　Press，　New　Delhi，1963，　vol．2，　no．23，　P．619．
84
7）独立憲法では305名だが，共和国憲法では312名となっている．
8）最初の大統領は，独立憲法のときに総督であったDr・Nmandi　Azikiwe
　である，
9）　Nwabueze，　op．　cit．，　p．244．
10）ibid．，　P．347　ff．
11）African　Record，1962，　vo1・1，　no・　26・
12）条文についてはA．J．　Peaslee，　Constitutions　of　Nations，　vol・　1－Africa・
　p．1101ff．
13）概要について，Africa－South　of　the　Sahara，1972・P・837～838・
14）実際には，四つの古王国の国王が慣習的に交替で大統領になっていたとい
　われる．
15）もっともブガソダ高裁の裁判官はウガンダの高裁の裁判官がかねることに
　なっている（94条2のa）．
16）A．J．　Peaslee，　P．917　ff．
17）African　Record，1962，　vol．1，　no・25，　P・349・
18）Africa－South　of　the　Sahara，1972，　P・93L
19）A。GPeaslee，　P．1024　ff・
20）C．B．　Agarwaia，　The　Government　of　Ghana，　Foreign　Affairs　Report，
　New　Delhi，196G，　vol．11x，110．8．
21）朝日新聞編集部編，前掲書p．105．
5．　クーデター以後
　1960年後半に入るとアフリカ諸国には，クーデターの嵐が吹きあれた．
この結果，各国の憲法のなかには，改正されたり，廃止されて新しい憲法
の定制をみたものなど，大きな変動の波をかぶることとなったものもある．
簡単にその経過をみると，ガーナは1966年に軍部クーデターが起り，1969
年に新憲法が制定された．ナイジェリアも同じく1966年に軍部クーデター
によって憲法は停止され，翌年に憲法宣言がだされた．シェラ・レオソは
クーデターのくりかえしにより1970年に共和国憲法をもった．ウ．ガンダは
1967年にブガンダの国王が追放されたのを機に，古王国を廃止して新しい
憲法が制定されたが，1971年に軍部クーデターにより憲法は停止された．
タンザニアとケニアは比較的政権の安定した国で憲法に変更はない・ガン
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ビアとマラウイはこれらの革命の波にあおられて共和国憲法をもったよう
なものである．そして，ボツワナはこの嵐の中で共和国として誕生した．
　クーデターそのものの分析は，イギリス語圏諸国だけでなく，アフリカ
諸国全体のなかでとらえたり，経済的分析を試みたりしながら考察しなけ
ればならないので，ここで一般的な説明をするつもりはないが，少くとも，
ここで憲法発展の考察の対象とした諸国でのクーデターには二つの傾向が
あるように思える．一つは独立運動の指導者達の，独立後憲法上与えられ
た権限の行使が独裁に走った結果と経済政策の失敗の場合である．いま一
つは部族の対立からくるものである．前者にガーナのエンクルマ失脚があ
り，後者はウガンダのオボテ大統領の失脚があり，ナイジェリアの激烈な
部族戦争や，シエラ・レオンのマンデ族とテムネ族の抗争対立などがある．
　ガーナは独立の立役者としてのエンクルマの権力は絶大なものがあった・
そしてそれは共和国憲法によって強く保障され，1964年の共和国憲法修正
では一党制国家（one　party　state）であることを憲法条項に採用したこと
で，一層強化されることになった1）．このことは，現実の政治面では徹底
した野党弾圧政治をひきおこした．その結果クーデターによってエンクル
マは1966年に国外へ亡命した．この弊をあらためるためにクーデター後の
1969年の第二共和国憲法は一党制国家の条項を明確に憲法上禁止し，政治
活動の自由を保障した2）．ウガンダでは1967年ブガソダ王国のカパカが追
放されて王国制度が廃止され3｝，Cabinetは大統領もふくむことにした
（37条）から，大統領の権限が強化された．しかし1969年部族のちがうア
ミソ将軍の反乱によってオボテ大統領は国外に亡命し，憲法は廃止された・
シエラレオンは1961年に独立憲法をもったにもかかわらず，二つの部族の
抗争がわざわいして，共和国憲法の制定がおくれていたが，何度かのクー
デターをくりかえして4），1970年に漸く共和国憲法をもつに至った・ナイ
ジェリアは部族抗争からくるクーデターと反クーデターを経てビアフラ戦
争のあの激烈悲惨な飢餓戦争が展開され，憲法は停止された．1967年に憲
法宣言が公布され，現在この宣言のもとで全権限はSupreme　Military　C一
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ouncilとFederal　Execut玉ve　Counci1の長であるゴウオン将軍にゆだねら
れている5）．
　このようなクーデターによる混乱は憲法条項をみる限りでは，まだ整理
がついていないようである．たとえばガーナのように一党制国家条項を独
裁の弊害として憲法から削除するところもあれぽ，タソザニアのようにこ
れを社会主義国家への指向の一つの手段としてむしろ堅持していく国もあ
る．部族対立，そしてその調整のための権益保障も憲法から消えていない．
クーデターが独裁を倒し新しい独裁を生んでいる状況もある．
1）第1条A（1）．（2）でその政党をConvention　Peoples　Partyと明記してい
　る．
2）　この憲法についての詳しい研究として，西修「ガーナの新憲法について」
　防衛大紀要第24輯p．221以下がある。なお72年1月に再度クーデターがあり，
　現在憲法は停止中である。
3）　African　Record，1967，　voL　6，　no．18．
4）1967年3月の軍部クーデター後青年将校が反クーデターを起したが，翌年
　4月にさらにクーデターがおこり，現在のスチーブンス首相の統治となった．
5）この憲法宣言の概要はAfrica・South　of　the　Sahara，1972，　P・570～571・
6　む　す　び
　アフリカ諸国のこれだけの国の憲法研究にあたっても，その研究を充実
させるには，広くフランス語圏諸国やアラブ圏諸国その他のアフリカの国
々の憲法との比較研究，また同じ英連邦諸国としてアフリカ以外のイソド
などの憲法も比較対象としなければ十分ではない．さらにアフリカの経済
事情，社会制度，民族や人種の問題，宗教・教育などについて綜合的な周
辺諸科学による成果をも参考にしなければ十分ではない．今後一層研さん
を重ねて充実したものにしていきたい．
